
【2024 年度 グループ活動報告】 

※翌⽉、5 ⽇までにデータで提出ください。 

 

 

 

報 告 

内 容 

※写真があれば添付 

 

あすてメールアドレス：astesun@aste-toyota.com 

報告⽉ 11 ⽉ 

グループ名 あカンて 

2024 年１１月度の取り組み 

① 活動テーマ 

藍染素材を用いたハンドメイド製品のものづくり 

② 活動のねらいと概要 

カンボジアの現状を周知する活動を目的とし、伝統工芸の一つである藍染織物やデニムを用いたハンドメイド製品を製作・販売し、 

支援に向けた寄付に繋げる。 

将来的にはカンボジア製素材を活かしたサスティナブルなものづくりをねらい、今年度は縫製のスキル習得とイベントでの販売を目指す。 

③ 11 月度の活動結果 

今月の活動は久々にデニムポーチの製作を再開。少しずつスキルは向上しており、一つ製作するのに４時間掛かっていた縫製が 

２時間まで短縮。完成したデニムポーチにはワッペンも縫い付けてデザイン製も向上。 

次回は製品の幅を広げるために、デニムコインケースやキーケースの製作にも挑戦していきます。 

また、同時に販売へ向けた更なる品質向上や数量の確保も進めていきます。 

第１号 



【2024 年度 グループ活動報告】 

※翌⽉、5 ⽇までにデータで提出ください。 

 

 

 

報 告 

内 容 

※写真があれば添付 

 

あすてメールアドレス：astesun@aste-toyota.com 

報告⽉ 10 ⽉ 

グループ名 あカンて 

2024 年 10 月度の取り組み 

① 活動テーマ 

東南アジアへの翻訳絵本プロジェクト 

② 活動のねらいと概要 

SDGs４番目の目標である『質の高い教育をみんなに』を目的として、カンボジアを中心とした東南アジアの幼児教育の充実に向け、 

日本でできることは何かを考えた結果、絵本の少ない国々へ日本の名作を翻訳して届ける「翻訳絵本プロジェクト」への参加を決めました。

これにより多くの子供達が日本の絵本に触れ、感性を磨くことで将来を担う人材の創出とより良い教育の充実を目指します。 

③ 10 月度の活動結果 

今月の活動はあカンての女性メンバーが中心となって、T I A(豊田市国際交流協会)で開催された国際協力のイベント 

「ワールドツアー in TIA」に出展し、これまで準備を進めてきた翻訳絵本プロジェクトを実施しました。 

イベントは想像以上の来場者でとても盛り上がっており、あカンてのブースにも 130 人以上の方々にお越しいただき、 

昼食も取れないほどでした…。これをきっかけに多くの子供達が少しでも国際協力に興味を持っていただければと思います。 

次回は製品の幅を広げるために、デニムコインケースやキーケースの製作にも挑戦していきます。 

また、同時に販売へ向けた更なる品質向上や数量の確保も進めていきます。 

第１号 



【2024年度 グループ活動報告】 

※翌月、5日までにデータで提出ください。 

 

 

 

報 告 

内 容 

※写真があれば添付 

 

あすてメールアドレス：astesun@aste-toyota.com 

報告月 9月 

グループ名 あカンて 

2024 年 9 月度の取り組み 

① 活動テーマ 

藍染素材を用いたハンドメイド製品のものづくり 

② 活動のねらいと概要 

カンボジアの現状を周知する活動を目的とし、伝統工芸の一つである藍染織物やデニムを用いたハンドメイド製品を製作・販売し、 

支援に向けた寄付に繋げる。 

将来的にはカンボジア製素材を活かしたサスティナブルなものづくりをねらい、今年度は縫製のスキル習得とイベントでの販売を目指す。 

③ 9 月度の活動結果 

今月の活動はメンバースケジュールが合わず定例会は開催できませんでしたが、クラウドファンディングに向けた準備は着々と進行中。 

ハンドメイド製品製作の活動を始めて、やはり家庭用ミシンでデニム縫製は制約が多く必要以上に難しいと気付きました。 

そこで、「デニム縫製に適した新たなミシンを手に入れてこの活動を加速させたい！」という思いから、クラウドファンディングを 

決意しました。現在は年明けからの開始に向けて、これまでの活動を振り返り、今後の具体的な活動内容を検討中です。 

第１号 

スケジュール 

家庭用ミシン 職業用ミシン 



【2024年度 グループ活動報告】 

※翌月、5日までにデータで提出ください。 

 

 

 

報 告 

内 容 

※写真があれば添付 

 

あすてメールアドレス：astesun@aste-toyota.com 

報告月 ８月 

グループ名 あカンて 

2024 年８月度の取り組み 

① 活動テーマ 

藍染素材を用いたハンドメイド製品のものづくり 

② 活動のねらいと概要 

カンボジアの現状を周知する活動を目的とし、伝統工芸の一つである藍染織物やデニムを用いたハンドメイド製品を製作・販売し、 

支援に向けた寄付に繋げる。 

将来的にはカンボジア製素材を活かしたサスティナブルなものづくりをねらい、今年度は縫製のスキル習得とイベントでの販売を 

目指す。 

③ ８月度の活動結果 

先月に引き続きはデニム製ポーチを作製！そして、これはアイシン製ミシンを使った第３号の完成で苦労の跡がわかる味のある仕上がり！ 

そして、今後の活動の幅を広げるため、現在クラウドファンディングに向けた準備を推進中です。また次回の報告でお知らせします。 

第１号 

第 2 号 



【2024年度 グループ活動報告】 

※翌月、5日までにデータで提出ください。 

 

 

 

報 告 

内 容 

※写真があれば添付 

 

あすてメールアドレス：astesun@aste-toyota.com 

報告月 7月 

グループ名 あカンて 

2024 年 7 月度の取り組み 

① 活動テーマ 

藍染素材を用いたハンドメイド製品のものづくり 

② 活動のねらいと概要 

カンボジアの現状を周知する活動を目的とし、伝統工芸の一つである藍染織物やデニムを用いたハンドメイド製品を製作・販売し、 

支援に向けた寄付に繋げる。 

将来的にはカンボジア製素材を活かしたサスティナブルなものづくりをねらい、今年度は縫製のスキル習得とイベントでの販売を 

目指す。 

③ 7 月度の活動結果 

今月はひたすらデニム製ポーチを製製！そして、第２号が完成しました。第１号と比較すると明らかにスキルアップしています。 

また、今月は今後の活動の幅を広げるためのミーティングを実施しました。詳細はまた来月に報告しますのでお楽しみに！ 

第１号 

第 2 号 



【2024年度 グループ活動報告】 

※翌月、5日までにデータで提出ください。 

報告月 6月 

グループ名 あカンて 

 

報 告 

内 容 

※写真があれば添付 

 

あすてメールアドレス：astesun@aste-toyota.com 

2024 年 6 度の取り組み 

① 活動テーマ 

藍染素材を用いたハンドメイド製品のものづくり 

② 活動のねらいと概要 

カンボジアの現状を周知する活動を目的とし、伝統工芸の一つである藍染織物やデニムを用いたハンドメイド製品を製作・販売し、 

支援に向けた寄付に繋げる。 

将来的にはカンボジア製素材を活かしたサスティナブルなものづくりをねらい、今年度は縫製のスキル習得とイベントでの販売を 

目指す。 

③ 6 月度の活動結果 

ミシンの取り扱いにも少しずつ慣れてきたため、本格的にデニム製ポーチの製作をスタート。 

25 年振りのアイロン掛けにファスナーの取り付け作業と順調に作業は進んでおり完成は間近です。 



【2024年度 グループ活動報告】 

※翌月、5日までにデータで提出ください。 

報告月 4,5月 

グループ名 あカンて 

 

報 告 

内 容 

※写真があれば添付 

 

あすてメールアドレス：astesun@aste-toyota.com 

2024 年 4,5 度の取り組み 

① 活動テーマ 

藍染素材を用いたハンドメイド製品のものづくり 

② 活動のねらいと概要 

カンボジアの現状を周知する活動を目的とし、伝統工芸の一つである藍染織物やデニムを用いたハンドメイド製品を製作・販売し、 

支援に向けた寄付に繋げる。 

将来的にはカンボジア製素材を活かしたサスティナブルなものづくりをねらい、今年度は縫製のスキル習得とイベントでの販売を 

目指す。 

③ 4,5 月度の活動結果 

縫製に用いるミシンの取り扱いにはまだまだ慣れていないため、下糸をボビンに巻く作業やデニム製リボンの製作からスタート。 

少しずつではあるものの、専門知識やスキルの習得が進んでいます。7 月度には試作品の完成を目指して頑張ります。 
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